
リニアの歩み 　年　月 相模原市及び神奈川県期成同盟会の取組み

リニアモーター推進浮上式鉄道の研究開始 Ｓ３７

全国新幹線鉄道整備法に基づき中央新幹線を「基本計画」決定 Ｓ４８
超電導磁気浮上式鉄道検討委員会において新実験線の建設地として山梨県を選定 Ｈ　１

運輸大臣が日本鉄道建設公団及びＪＲ東海に全区間にわたる地形・地質等の調査を指
示

Ｈ　２．　２

運輸大臣が山梨実験線の「技術開発基本計画」「建設計画」を承認 Ｈ　２．　６ 「リニア中央エクスプレス建設促進神奈川県期成同盟会」設立

山梨リニア実験線工事着手 Ｈ　２．１１ 神奈川県に、相模原市内への駅設置を位置付けるよう要望【市】

Ｈ　２．１２ リニア中央新幹線の建設促進について要望（～毎年）【同盟会】
（県内選出国会議員、運輸省、日本鉄道建設公団、ＪＲ東海ほか）

Ｈ　３．　３ リニア中央新幹線調査実施【市】

Ｈ　９．　３ リニア中央新幹線波及効果導入空間等調査実施【市】

山梨リニア実験線先行区間（１８．４㎞）で走行試験開始 Ｈ　９．　４

有人走行による世界記録（時速５５２㎞）達成 Ｈ１１

Ｈ１１．　３ リニア中央新幹線新駅需要予測調査実施【市】

Ｈ１２．　３ リニア中央新幹線新駅周辺検討調査実施【市】

Ｈ１３．　６ 山梨リニア実験線親子試乗会開催（～Ｈ１８年度）【市】

Ｈ１３．１１ リニア中央新幹線パネル展開催（～毎年）【市】

有人走行で時速５８１㎞達成（鉄道の世界最高速度更新） Ｈ１５ リニア中央新幹線絵画展開催（～Ｈ１８年度）【市】

国土交通省超電導磁気浮上式鉄道実用技術評価委員会で「実用化の基盤技術が確
立した」との評価

Ｈ１７

国土交通大臣が設備更新と延伸に関わる山梨実験線の「技術開発基本計画」「建設計
画」を承認

Ｈ１９．　１

ＪＲ東海が「平成３７年（２０２５年）に首都圏～中京圏での営業運転を開始することを目
標としていきたい」と発表（平成２２年４月に開業目標を平成３９年（２０２７年）に修正）

Ｈ１９．　４

Ｈ１９．　９ 松沢県知事が県議会で「相模原地域へのリニア中央新幹線駅誘致に向けて積極的
に取り組む」と答弁

ＪＲ東海が「自己負担を前提とした東海道新幹線バイパス、即ち中央新幹線の推進につ
いて」発表

Ｈ１９．１２

鉄道・運輸機構及びＪＲ東海が国土交通大臣に地形・地質等の調査を報告 Ｈ２０．１０
国土交通大臣が鉄道・運輸機構及びＪＲ東海に輸送需要量に対応する供給輸送力等
に関する事項など４項目の調査を指示

Ｈ２０．１２

Ｈ２１．　６ 「リニア中央新幹線建設促進神奈川県期成同盟会」と改称
鉄道・運輸機構及びＪＲ東海が国土交通大臣に輸送需要量に対応する供給輸送力等
に関する事項など４項目の調査を報告

Ｈ２１．１２

国土交通大臣が「中央新幹線の営業主体及び建設主体の指名並びに整備計画の決定
について」交通政策審議会に諮問

Ｈ２２．　２

交通政策審議会が「中央新幹線の営業主体及び建設主体の指名並びに整備計画の決
定について」国土交通大臣に答申

Ｈ２３．　５

国土交通大臣がＪＲ東海を「営業主体」及び「建設主体」に指名 Ｈ２３．　５
全国新幹線鉄道整備法に基づき中央新幹線を「整備計画」決定 Ｈ２３．　５
国土交通大臣がＪＲ東海に「建設の指示」 Ｈ２３．　５
ＪＲ東海が「計画段階環境配慮書」を公表 Ｈ２３．　６
ＪＲ東海が環境影響評価法に基づく「環境影響評価方法書」を公表 Ｈ２３．　９
ＪＲ東海が中間駅の建設費用も全額自己負担することを表明 Ｈ２３．　１１

Ｈ２４．　２ 神奈川県駅を「橋本駅周辺」に誘致することを県市で合意

リニアの歩みと相模原市及び神奈川県期成同盟会の取組み


